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若林・三茶
三軒茶屋小学校茶摘み・お茶もみ体験授業三軒茶屋小学校茶摘み・お茶もみ体験授業
三軒茶屋小学校では、毎年 3年生が、若林１丁目のお宅のお茶の葉を摘み、お茶もみの体験をしています。

コミュニティ部会主催

講演会・お茶会
「お茶会を体験してみませんか」
若林、三軒茶屋のお茶の歴史に触れながら

　17年間この体験授業に携わって
いる山崎早苗さんにインタビューし
ました。

Q　どのようなきっかけでこの体験授
業をするようになったのですか？

A　三軒茶屋小学校 50周年の時、当
時の校長先生が校名に因んでお茶の
木を植えました。新芽が出た時に「山
崎さん、葉を摘んで天ぷらにしていい
よ、美味しいよ」と声をかけてくれました。その時『この葉で子
どもたちと何かできないかな』と思ったのがきっかけでした。

Q お茶もみの経験があったのですか?

A　いえいえ全く知りませんでした。やり方は、三軒茶屋の梅原園
さんに聞きに行きました。それと、学校のお茶の木だけでは子ど
もたちの体験授業には足りないのです。そんな時、当時の先生が
家庭訪問で通りかかった太田さんのお宅のお茶の木の垣根を見つ
けて、葉をいただけることになりました。

Q　タイミング良かったですね

A 本当です。たくさんの偶然のタイミングがありました。たくさん
の方のおかげです。今年も地域の方が、子どもたちのために、葉
を洗い、蒸して冷凍にしておく作業と、授業のお手伝いをしてく
れました。ご協力いただき、感謝しています。

青少年地区委員、学校支援コーディネーターとして、いつも
地域や学校のために活動している山崎さんの「三茶愛」が止
まらないインタビューでした。

山崎さんが授業用に作成した「お茶をつくろう」（お茶ができるまでを説明した横長の模造紙）

■ 講演会
　8月27日、講師に香乃
園茶舗 4代目ご店主の河野
雅昭氏をお迎えし、この地
域 ( 荏原郡）の歴史をうか
がいました。この辺り一面
はお茶畑が広がり「荏原茶」
という銘柄のお茶を出荷して
いたそうです。河野さんのお店にもお茶の採れる時期になると、
静岡県からお茶氏が何人も来て作業していました。「まだ工事中
だった環七の向こうには麦畑が広がりトンボがたくさん飛んでい
ました」昔の風景が、今私たちの目の前に広がるような、柔ら
かな時間の流れる講演会でした。

■ お茶会
 　表千家　萩永宗伶先生のお点前を見て、その後全員でお茶
をいただきました。

－－－ 静寂 －－－

先生のお点前に空気が一転、ひとつひとつの動きに目が離せま
せん。 正客 次客さんにみんなの視線が集まります。

－－－ なごやかに －－－

茶道を習っていた人は昔を思い出して、初めての方は
ドキドキしながら…。

多くの方に支えられているこの授業が、子
どもたちの豊かな体験と発見となっている
ことでしょう。私たちもこの取材を通して、
『まだまだ知らない事がたくさんある、人生
いつまでも成長出来る』と実感しました。
ご協力くださった方々に心から感謝します。

若林1丁目のお宅にて葉をつみとります。
地域のサポーターの手伝いで1日がかりで葉を洗い、蒸して冷凍します。

葉を解凍した後、葉をもんだり煎ったりして乾燥させます。それがお茶になります。

＜お茶ができるまで＞

みんなでつくったお茶！

＼ 山崎早苗さんインタビュー ／




